


日本教育工学会　第 24回全国大会

― 683 ―

ホームネットワークを用いた授業支援システムの設計
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くあらまし> 近年では，様々な機器がネットワーク機能を持つようになり，ユビキタスコンビュ

ーティングの応用としてホームネットワークと呼ばれるコンピュータや家電製品等を連携させる技術

に注目が集まっている.本稿では，モパイル端末やホームネットワークの技術を用いて，教員と学生

がともに知識を構成し，学生の能力と才能を開発するこどを目的とした協同学習を取り入れた授業を

支援するシステムの設計について検討する
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1. はじめに

情報通信出何(ICnの急速な発展とともに，高等教育

機関では教育サービスを向上させるために， ICT技術

を用いたさまざまな取り組みがなされている例えl工
授業で使う耕寸や復習のコンテンツキ学習管理を行う

LMS(Lear由沼ManagernentSy配 rn)などのe-L閃 rnmgシ

ステムの導入や携帯雷百などへの情報酎言(粟田ほか，

200明主試みられている目

一方で，日常キ環境に基づくユビキタスコンヒ。ュー

ティング(A加'wd，2000)の考え方を教育に適用した，携

帯電話そ携帯ゲーム機のような小型コンヒ。ュータを学

習に使う試みがある.しかしながら，実際の体験に基

づく学習が期待される一方で，教室での授業に利用す

ることは考慮されてし、ないものが多い.

本研究では，授業での協同学青を支援するために

ユピキタスコンピューティングを磁ttfの一つで、あるホー

ムネットワークを利用した授業運営システムを提案す

る.ホームネットワークシステム(HomeNetwork 

Sy坑聞のとは，家電製品やコンヒコュータをネットワー

クで、つなぎ，それぞれの機器を連携させて目的の機能

を持見するものである.この出|玲教室に適用し，学

習支援に必要となる機能を提案することを目的とする

2. 協同学習の支援

従来の授業は教員から学生に転手多させるための手段

であるとしづ考え方で港められるととが多いが，近年，

教員と学生がともに知識を構成し，学生の能力と才能

を開発することを目的とした，協同学背(アクティブ

ラーニング)(0. w.ジョンソンほ7)¥2001)が注目され

ている.例えば，東京大学KALS(山内ほ7J¥200ηでは

教養教育を対象として，ディスカッションやグルーフ。

ワークなどの能動型学習を行える教室環境在整え，

ICTは学生の思考過程の可視化と共有を行う手段とし

て使われている. しかし，専用の設備喜子設置した教室

で実現されているという問題がある.

そこで，モバイル端末やネットワーク家電などの

ICT機器を用いた協同学習による授業を通常の教室で

も実現する支涯を行うシステムを提案する.以下に基

本的な設計方針を示す.

(1)対面の授業での利用であり，ネットワークへの接

続は，簡伎なものとする

ο)学生が持つ端末を容易にネットワークに接続でき

るよう，無線LANを用いる

。)ネットワーク機能を持つ教室環境に置かれたテレ

ピやピテオ等の家電も利用できる

(4) 学生キ税制1持つ端末で授業コンテンツの共合と

閲覧ができる

σ)教員が説明を行うために，授業コンテンツへの描

i闘ができる

(6)学生の思考過程を残せるような授業コンテンツへ

の描画ができる

(7) グループワークなどで他のグループの考えを参考

にできるよう，学習コンテンツへの描画内容の共

有と表示ができる

(8)教員が学生の参加的兄を把握し，グループ1分けに

必要となる出席管理がおこなえる

(9)デジタノレカメラのコンテンツの共有と表示が授業

中にリアルタイムで行える

(10)柔軟に機能拡張ができるよう，モジューノレ(J;組み

合わせで必要となる機能を短目する
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端末の管理とコンテンツ照覧・
コメント播題、授業での

コンデンツ作成}

無線LんN

i教員ど学生の端末を接続}
有線LせZ 教室主に設置された端末

図1 システムの構成

授業中に行われるグツレープディスカッションなどの

活動を支援でき，学生の意見を授業にフィード、パック

できるシステムを目指す.

3. システムの構築
本システムは，DLNA但igi旬11ivingJ::.!etwork AIJiance) 

左呼ばれるホームネットワークの規格を拡張して実装

する.システムは，図 lの構成を取り，開発はJava言

語を用いる.illMLテキスト，画像，映像のメディア

へのコメント機能を実現するほか，市販されている

DLNA対応相端の一司機能も利用し，目的の機能を実

現する.それぞ、れ¢モジューノレがネットワークにてや

りとりを行うP2Pσ民 rtoPeer)形式を取る.以下にモジ

ューノレlこっし、て述べる.

(1)教室管理モジュール:ネットワークに接続された

モジュ吋レを酷見し，その状況を表示する.また，

コンテンツ管理モジュールの状況を表示するほか，

他のデバイスのコントロールを行う.

(2)朝市モジュール:コンテンツ表示とその上に描画

を行う.また，学習者が描画したコンテンツを切

り替えて表示できる.

(3) 学習者モジューノレ:出席を取り，コンテンツの表

示とコメントを描画できる

(4) コンテンツ管理モジューノレ:コンテンツを保存し，

共有する.

4. おわりに
材高では，学生の古閥的な学習を支援する協同学習

に注目し，ホームネットワークの機能を鉱張して利用

する授業支援システムについて述べた今後はシステ

ムを完成させ，その詞面を実際の授業で行う予定であ
る，
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